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九
大
史
學
會
第
二
回
大
會

第
二
回
大
會
は
、
本
年
は
六
月
八
日
に
開
催
せ
ら
れ
衣
。
午
前
中
は
、

展
覧
合
、
午
後
は
講
演
含
、
夜
は
晩
餐
今
及
會
食
後
、
命
員
の
研
究
發
表

が
あ
つ
菰
、
以
下
本
含
の
概
況
起
記
鋒
し
よ
う
。

（
ご
展
覧
會

本
年
は
筥
崎
宮
新
築
の
貴
賓
殿
に
於
て
、
同
宮
所
藏
の
喪
物
、
其
の
他

古
文
番
類
か
陳
列
し
衣
。
歴
史
上
有
名
な
祁
牡
で
あ
る
だ
け
に
、
参
観
者

頗
ろ
多
く
受
付
子
よ
り
も
前
き
に
、
來
ろ
人
も
あ
つ
れ
。
陳
列
目
鋒
は
次

の
如
く
で
あ
る
。

一
、
敵
國
降
伏
御
辰
翰
（
陳
列
は
鰯
）

醍
醐
天
皇
御
涯
誰
「
敵
固
降
伏
」
の
四
字
紺
紙
に
金
泥
話
以
て
辰
齊
せ

ら
れ
衣
も
の
で
所
傳
に
よ
れ
ば
延
喜
二
十
一
年
六
月
二
十
一
日
脚
託
に

依
て
奉
納
し
給
ふ
所
で
あ
る
。
筥
崎
宮
第
一
の
祁
衣
で
あ
る
。

一
、
古
文
書
付
目
峰
一
冊

一
、
永
享
三
年
十
一
月
八
幡
宮
指
圃
並
材
木
目
録
帳
一
巻

一
、
無
外
題
（
古
文
書
集
）
三
冊

大
内
大
友
少
煎
松
浦
等
の
願
丈
寄
遥
状
安
堵
状
等
。
百
四
十
三
通

梨
報 I

彙
報

Q

’

１

１
１
〃
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅶ
。
Ⅲ
Ｉ

ｄ
ｄ
日
日

一
、
八
幡
愚
童
訓
二
冊

一
、
天
文
十
二
年
卜
部
氏
祀
詞
一
灌

一
、
石
田
治
部
少
輔
禁
制

一
、
丈
藤
四
年
祉
領
配
分
目
録

一
、
貞
享
式
年
表
粕
屋
郡
放
生
之
地
松
原
之
内
新
開
田
安
堵
状

一
、
刀
二
振
，
長
船
と
量
光

一
、
和
歌
懐
紙
十
葉

天
文
六
年
十
月
十
日
筥
崎
宮
御
前
に
於
て
歌
會
あ
り
衣
ろ
樫
紙
．
右

よ
り
大
内
義
隆
、
寓
里
小
路
惟
房
、
持
明
院
基
規
．
冷
泉
隆
辿
、
椛
僧

距
堯
淵
、
前
安
蕊
守
大
脚
景
範
、
權
少
僧
都
胤
秀
、
平
朝
臣
隆
宗
、
大

法
師
砧
情
、
源
朝
臣
興
宗
で
あ
る
。

一
・
和
歌
短
冊
．
七
葉

天
正
十
五
年
六
月
十
八
日
筥
崎
宮
に
て
塑
臣
秀
吉
法
樂
ぜ
し
時
の
詠
歌

右
よ
り
松
の
字
を
記
し
衣
ろ
二
葉
は
秀
吉
（
細
川
主
旨
法
印
の
代
笠
と

博
ふ
）
小
寺
休
夢
、
蜂
屋
兵
庫
、
山
名
騨
高
、
大
村
由
已
、
天
王
寺
屋

宗
及
で
あ
る
。

一
、
筥
崎
八
幡
宮
縁
起
二
巻

壯
記
に
寛
文
年
中
の
縁
起
二
軸
あ
り
云
々
。
縁
起
外
題
は
妙
法
院
宮
定

尭
恕
法
親
王
、
編
者
は
源
家
公
卿
十
四
韮
、
筆
著
は
公
卿
十
七
通
、
壷

九
三



I

0

菜
報

工
は
土
佐
住
吉
鹿
澄
と
あ
ろ
。
然
れ
ど
も
今
峡
損
し
て
全
か
ら
ず
、
此

の
縁
起
の
内
に
本
宮
室
町
時
代
の
古
圃
を
戦
ぜ
て
ぬ
る
。

一
、
誰
入
繰
起
二
灌

由
諸
不
明
、

一
、
審
田
八
幡
宮
縁
起
潟
二
巻

永
享
五
年
孟
夏
二
十
一
日
征
夷
大
將
軍
右
大
臣
右
近
衛
大
將
源
靭
臣

選
丈
の
琴
田
八
幡
宮
御
繰
起
走
‘
筑
前
村
山
角
左
術
門
正
興
誰
為
し
、

元
祇
四
年
辛
未
十
一
月
奉
納
ぜ
し
も
の
に
て
後
救
は
貝
原
鰯
信
で
あ
る

一
、
筥
崎
宮
祁
幸
囲

文
化
八
年
八
月
十
三
日
筑
前
御
繪
師
尾
形
銅
谷
の
寄
進
に
し
て
．
筆
者

は
尾
形
美
洲
、
陵
杏
は
尾
形
愛
逹
で
あ
る
。

一
、
田
畠
坪
付
帳
帳

文
治
．
文
明
．
延
徳
。
寓
治
の
も
の
で
あ
る
。

一
、
筥
崎
要
記
七
冊

〆
一
、
二
、
は
赴
鑑
及
趨
鑑
に
し
て
延
享
元
年
甲
子
八
月
望
日
覇
窒
後
生

沁
大
職
種
恒
拝
書
と
自
序
が
あ
る
。

三
、
四
、
ば
拾
遺
に
し
て
の
古
文
書
潟
十
九
通
、
金
石
丈
識
蚕
等
韮
書

き
戦
ぜ
て
ぬ
る
。

五
、
は
瓶
風
土
記
．
六
は
太
宰
管
内
志
の
抜
杏
で
あ
っ
て
、
七
は
古
文

書
嬬
集
に
な
っ
て
ね
ろ
。

（
二
）
講
演
會

午
後
一
時
よ
り
、
祠
岡
日
々
新
聞
牡
椣
上
の
誹
堂
に
於
て
開
催
せ
ら
れ

主
。
先
づ
、
竹
岡
委
員
長
の
｜
挨
拶
に
始
ま
る
。
瓶
い
て
左
記
の
如
き
講
演

九
四

が
あ
つ
れ
。
此
虚
に
其
概
要
起
記
す
る
。

一
、
東
亜
に
於
け
る
簡
磯
崇
拝
の
風
習
に

就
い
て

重
松
教
授

束
亜
諸
民
族
の
間
に
は
古
來
人
間
の
頭
甑
を
以
て
炊
器
と
す
る
習
恢
が

あ
つ
れ
。
之
は
原
始
人
の
間
に
汎
く
行
な
は
る
Ｌ
閥
雌
崇
拝
の
一
表
現
と

見
ら
ろ
る
。
余
は
、
以
下
に
於
て
東
亜
民
族
の
頭
顛
炊
器
の
史
筑
悲
列
叙

し
て
そ
の
民
俗
學
的
意
掘
に
論
及
す
る
こ
と
上
す
る
。

先
づ
姑
に
學
ぐ
べ
き
ば
戦
圃
策
、
呂
氏
春
秋
、
史
記
、
漢
替
な
ど
に
見

え
士
ろ
趙
弧
子
が
そ
の
仇
敵
れ
る
智
伯
の
頭
を
飯
器
と
し
れ
り
℃
或
は
旬

奴
の
老
上
単
子
が
月
支
王
韮
墾
破
し
て
そ
の
王
の
頭
に
漆
を
塗
っ
て
飲
器

と
し
士
こ
と
で
あ
る
。
此
の
「
飲
器
」
と
い
ふ
文
字
の
解
鐸
に
つ
い
て
は
古

來
の
注
疏
家
の
問
に
異
説
が
あ
り
、
或
は
浬
溺
の
器
で
あ
り
と
す
る
も
の

と
、
或
は
飲
酒
の
器
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
勿
論
、
是
は
文
字
通
に

飲
酒
飲
水
な
ど
の
器
と
す
。
へ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
以
下
に
純
池
す
る
史

証
に
よ
っ
て
●
も
明
か
で
あ
る
。

即
ち
、
燃
鯛
か
以
て
酒
杯
と
す
る
證
は
、
史
上
そ
の
例
に
乏
し
く
な
い
。

漢
脊
甸
奴
博
に
何
奴
の
呼
韓
邪
単
子
が
、
漢
使
昌
猛
と
何
奴
の
諾
水
東
山

に
於
て
伯
馬
か
刑
し
て
誓
盟
を
行
つ
主
時
に
老
上
草
子
の
製
し
れ
、
月
支

王
頭
の
飲
器
か
以
て
血
酒
を
飲
ん
だ
事
が
記
さ
れ
て
ね
る
が
、
此
の
外
に

も
後
漢
祥
南
溌
傳
の
章
懐
の
注
に
は
蔑
震
の
南
州
志
起
引
い
て
、
後
漢
時

代
の
撤
南
の
烏
瀞
謹
の
間
に
燭
腰
酒
杯
の
風
習
の
あ
る
こ
と
走
記
し
て
ぬ



ろ
。
こ
の
覗
睡
に
よ
り
て
見
る
．
、
息
晋
群
（
五
行
志
）
に
王
葬
の
漆
頭
が
晋

室
の
武
庫
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
た
り
、
梁
押
（
侯
紫
榔
）
や
太
平
御
礎
（
巫
之

條
）
，
に
飾
梁
の
叛
匝
侯
餓
の
頭
甑
が
梁
室
の
府
庫
に
所
藏
さ
れ
て
ぬ
れ
と

い
ふ
犯
蛎
や
．
或
は
宋
史
（
巻
二
十
一
）
微
宗
本
紀
や
畢
沈
の
頼
邇
鑑
（
程

九
十
一
ロ
な
ど
に
兇
え
て
を
ろ
政
和
六
年
婁
州
賊
卜
渦
や
沈
州
の
賊
黄
安

俊
や
定
邊
単
の
賊
李
唯
暇
な
ど
の
肌
が
平
げ
ら
れ
た
時
に
こ
れ
ら
の
賊
首

の
頭
帥
が
詔
に
よ
っ
て
朝
廷
の
武
雌
に
所
職
さ
れ
た
と
い
ふ
記
事
な
ど
は

ト
ロ
フ
ィ
ー

い
づ
れ
も
戒
ば
凱
旋
杯
の
一
麺
と
し
て
氷
隊
の
出
推
凱
旋
な
ど
の
場
合
に

是
等
の
頭
骨
が
使
川
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
よ
し
然
ら
ず
と
す
る
も

ヴ
ア
カ
パ
ー

之
は
何
か
一
菰
の
兇
訓
の
川
に
供
ご
ｈ
れ
れ
も
の
で
あ
ら
う
と
考
え
ら
れ

ず
○
．

斯
う
云
ふ
燗
俄
杯
の
例
は
猫
リ
、
東
亜
民
族
の
間
に
行
ば
れ
た
の
み
な

ら
ず
蝿
く
は
繩
馬
時
代
の
ゴ
ー
ル
族
Ｇ
呂
毎
の
問
で
も
流
行
し
柾
風
習

で
、
ジ
ァ
ヴ
ン
ヌ
ｇ
二
Ｑ
〕
身
画
コ
コ
・
凸
の
史
記
の
認
本
や
ヒ
ル
ト
９
．
国
目
ど

の
支
那
古
代
史
な
ど
に
引
川
写
ら
れ
て
ぬ
る
。
羅
馬
古
代
史
家
の
リ
ヴ
ィ

？
菖
匡
凸
の
記
し
赤
田
昌
族
の
燗
俄
祭
杯
の
例
に
よ
っ
て
も
そ
の
一
班
が

列
か
ろ
の
で
あ
る
。

庭
が
此
の
風
祈
は
更
に
元
叫
時
代
の
西
織
卿
啼
僧
の
葛
巴
剛
碗
即
ち
淨

器
の
例
に
凡
出
さ
る
Ｌ
の
で
あ
る
・
葛
巴
剛
は
西
識
語
や
梵
語
の
嗣
包
冨
言

即
、
頭
冊
杯
の
意
で
‘
元
明
清
昨
代
の
剛
啼
佃
が
之
韮
以
て
佛
陀
に
淨
水

を
供
養
す
る
一
菰
の
法
器
と
な
っ
て
ぬ
れ
も
の
で
あ
る
。
元
世
祁
の
寵
過

に
よ
っ
て
江
南
の
鐸
教
總
統
に
任
せ
ら
れ
れ
西
蕃
楢
の
拙
趣
興
伽
が
宋
の

伸
稀
の
諸
陵
を
發
洲
し
て
理
宗
の
頂
骨
起
以
て
こ
の
葛
巴
卿
嚇
か
製
し
衣

こ
と
ば
有
名
な
話
で
あ
る
が
、
か
か
る
西
蕃
の
葛
巴
剛
啼
（
一
名
天
醗
碗
）

難
報

’
1

の
蛮
例
は
史
上
、
枚
畢
に
通
が
な
い
。

そ
の
二
一
の
例
韮
畢
げ
ろ
と
、
明
陸
容
の
寂
園
雑
記
（
巻
．
ロ
、
同
じ
く

陳
繼
儒
の
乖
記
・
同
孫
繼
芳
の
磯
固
稗
史
（
巻
一
己
同
朱
國
祓
の
澗
嘘
小
貼

（
巻
三
十
）
、
活
の
王
漁
洋
士
祓
の
鵬
易
録
（
巻
二
十
七
）
、
同
、
葉
名
没
の

橘
西
雑
記
な
ど
心
見
ろ
と
い
づ
れ
も
葛
巴
卿
淨
器
の
事
が
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
を
ろ
。

凡
そ
こ
れ
ら
の
庇
例
に
よ
っ
て
明
か
な
る
西
蕃
僧
の
使
凧
せ
る
人
間
の

服
骨
碗
は
そ
の
遠
き
來
原
延
考
ふ
る
時
は
趙
狸
子
の
智
伯
の
頭
や
老
上
単

子
の
月
支
王
の
漆
頭
な
ど
と
類
韮
一
に
せ
る
腰
閥
杯
の
閥
で
ゴ
ー
ル
の
ポ

ィ
ー
族
心
例
は
勿
論
王
葬
、
侯
景
借
て
は
宋
代
の
卜
漏
、
李
唯
鴫
な
ど
の

頭
骨
も
亦
．
此
の
菰
の
祭
器
や
凱
旋
杯
に
使
用
さ
れ
衣
も
の
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
古
代
人
が
斯
の
如
く
閥
腰
走
以
祭
器
，
酒
杯
と
す
る
動
機
は
如

何
。
是
ぱ
彼
等
が
燗
腰
に
對
し
て
一
種
不
可
思
議
の
薙
力
・
侭
厚
号
閂
目
騨
Ｉ

Ｃ
三
〕
起
感
取
し
て
ぬ
犬
憾
め
で
あ
ら
う
。
朱
の
張
丈
満
の
明
逝
雑
誌
に
は

長
安
の
安
氏
が
一
族
高
官
を
得
て
寓
愛
楽
逹
を
岡
ら
ん
が
健
め
に
唐
の
明

皇
の
頂
醐
悲
珍
識
し
て
ぬ
衣
そ
の
話
が
栽
つ
て
ゐ
ろ
。
之
等
ば
明
か
に
閥

腰
走
兇
訓
の
一
郡
に
使
川
し
た
も
の
で
、
か
か
る
事
変
の
有
無
は
別
と
し

て
明
逝
雑
誌
の
著
者
の
時
代
に
少
く
と
も
か
う
い
ふ
閥
腰
崇
拝
の
昨
代
心

理
が
存
し
衣
こ
と
ば
明
か
で
あ
ら
う
。

此
の
外
．
宋
蘇
來
波
の
物
類
感
應
志
や
同
、
葉
隆
魁
の
契
丹
國
志
な
ど

に
も
猫
腰
の
砿
嶮
の
顯
著
な
ろ
変
例
韮
畢
げ
て
ぬ
る
。
是
等
の
蛮
例
に
た

っ
て
見
ろ
と
古
代
杜
會
の
人
々
が
人
間
の
猫
腰
に
一
種
の
肺
秘
的
の
蹴
力

ト
ロ
フ
ィ
ー

韮
感
取
し
て
．
之
韮
川
ね
て
祭
器
酒
杯
若
く
は
凱
旋
杯
の
屈
牟
製
し
，
エ

韮
使
川
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
呪
誼
的
勢
力
走
利
用
せ
ん
と
し
た
居

九
五

｣



二
、
徳
川
時
代
の
債
権
譲
渡
（
證
文
譲
）

‐
金
田
助
教
授

我
古
代
法
上
憧
椛
譲
渡
な
る
法
律
關
係
は
既
に
中
世
之
を
見
る
こ
と
が

出
來
る
が
未
だ
そ
の
整
備
苞
ろ
形
態
韮
以
て
一
般
に
瞥
及
す
る
の
域
に
は

達
し
な
か
つ
れ
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
下
っ
て
徳
川
時
代
に
於
ろ

此
種
の
法
律
關
係
は
大
な
る
發
展
老
な
し
で
居
ろ
。
當
時
幕
府
が
少
く
と

も
公
事
方
御
定
番
以
来
債
檎
譲
渡
自
由
の
原
則
を
以
て
維
始
し
れ
と
云
ふ

こ
と
並
び
に
一
般
杜
會
生
活
經
濟
生
活
の
裡
雑
化
と
い
ゞ
寺
）
と
が
此
種
制

度
を
發
逵
し
啓
及
せ
し
め
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

籾
て
徳
川
時
代
證
丈
談
と
は
證
券
的
債
椛
の
譲
渡
を
包
含
イ
｝
ず
原
則
と

し
て
、
指
名
債
樒
の
そ
れ
の
み
態
意
味
し
士
の
で
あ
る
が
、
常
時
此
種
行

爲
韮
悪
川
す
る
推
遼
め
族
出
と
云
ふ
世
態
に
鑑
み
幕
府
は
種
々
對
策
的
立

法
を
な
し
て
居
ろ
。
就
中
重
大
な
ろ
ば
天
明
八
年
以
降
親
子
兄
弟
間
に
於

て
譲
波
さ
れ
士
慌
權
の
出
訴
の
み
を
裁
到
所
受
理
す
る
の
制
で
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
と
て
も
譲
渡
自
由
の
原
則
走
破
殿
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
律

上
単
に
該
譲
渡
憤
樒
の
出
訴
條
件
を
加
重
す
る
に
止
ま
つ
衣
の
で
あ
る
。

常
時
幕
府
の
證
丈
謎
に
關
す
る
法
源
は
殆
ど
全
く
右
の
如
き
出
訴
條
件
に

開
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
に
依
り
今
常
時
の
憧
權
譲
漉
の
本

質
韮
窺
っ
て
見
度
い
。
第
一
に
．
天
保
七
年
の
町
奉
行
の
一
附
札
に
依
る
と

桑
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族
土
へ
通
の
心
理
現
象
の
あ
つ
れ
事
は
明
か
で
、
之
は
濁
り
、
何
奴
や
西
蕃

族
の
み
に
限
ら
す
、
文
化
の
相
常
進
歩
し
誰
漢
族
壯
含
に
も
一
時
流
行
し

て
ぬ
れ
事
が
明
に
看
守
せ
ら
ろ
ろ
の
で
あ
る
。

三
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
建
國
の
精
祁新

見
博
士

ア
メ
リ
カ
合
衆
閥
建
固
の
精
祁
は
、
弼
立
宣
言
書
に
現
は
れ
て
ぬ
る
自

由
平
等
の
精
祁
こ
れ
で
あ
る
加
自
由
平
等
の
結
祁
は
、
個
人
主
義
、
途
に

は
共
和
主
誰
と
も
な
る
が
、
此
の
精
祁
は
言
悲
換
へ
ろ
と
デ
モ
ク
ラ
ジ
ー

九
六

證
丈
讓
漉
は
「
借
申
者
不
私
候
と
も
」
そ
の
有
效
要
件
韮
峡
如
了
心
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
韮
推
知
し
得
ら
れ
る
が
、
こ
は
證
丈
謹
は
新
燕
雨
価
權

者
間
の
契
約
で
あ
る
こ
と
か
示
す
も
の
で
あ
る
。
鋪
二
に
依
椛
の
内
容
は

横
務
者
に
依
っ
て
決
す
る
が
誰
丈
讓
が
伎
務
者
の
關
典
を
必
挫
と
し
な
い

事
は
即
ち
證
丈
謎
に
依
っ
て
侭
務
者
の
墾
更
韮
來
す
と
云
ふ
こ
と
な
き
は

證
丈
談
に
依
っ
て
そ
の
憤
椛
の
内
容
の
同
一
性
を
害
す
る
も
の
で
な
い
こ

と
か
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
一
文
に
「
借
方
相
對
に
而
」
（
術
務

考
と
合
意
の
上
〕
「
諜
替
」
（
契
約
走
改
締
し
て
当
銀
主
．
一
（
傭
描
者
〕
に
な
る

甥
合
と
證
丈
談
と
は
「
課
逹
候
」
（
そ
の
性
愛
を
異
に
す
る
）
も
の
で
あ
る

と
あ
る
如
く
、
激
時
の
法
理
上
備
椛
者
の
交
替
に
依
る
更
改
と
證
交
談
（
債

權
誕
渡
）
と
が
排
別
さ
れ
て
鵬
れ
こ
と
韮
知
り
得
る
が
、
こ
は
證
女
譲
な

ろ
も
の
が
慌
椛
そ
の
も
の
握
移
蝉
で
あ
っ
て
．
奮
憤
嬢
の
沿
滅
新
侭
椛
の

發
生
で
は
な
い
と
い
、
一
測
念
で
な
し
た
こ
と
か
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
之

走
以
て
見
る
に
常
時
の
證
丈
譲
渡
即
少
く
と
も
指
宅
憤
椛
の
誕
波
は
憤
權

の
内
容
の
同
一
性
を
害
す
る
こ
と
な
く
単
・
卜
債
椛
者
の
交
替
を
來
す
に
止

ま
る
新
燕
雨
恢
椛
者
間
の
契
約
な
り
と
云
ふ
今
日
の
債
橘
譲
渡
と
全
く
同

一
性
頁
の
法
律
関
係
で
あ
つ
れ
の
で
あ
る
。



と
も
な
る
。
ア
メ
リ
カ
は
デ
モ
ク
ラ
ジ
ー
ル
以
て
固
是
と
す
る
。

此
の
思
想
は
、
ア
メ
リ
カ
猫
立
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
庚
袰
リ
、
更
に
東
洋

に
も
そ
の
遺
起
韮
め
．
我
國
に
於
て
は
園
龍
と
の
關
係
上
こ
れ
が
問
題
と

さ
れ
る
に
至
つ
れ
が
、
世
界
大
賊
勃
發
と
共
に
我
圃
も
猫
逸
の
軍
國
主
義

に
對
抗
し
主
結
果
‐
こ
の
思
想
が
更
に
健
入
し
、
こ
れ
に
對
す
る
考
へ
方

も
塗
り
，
君
主
剛
に
於
て
も
、
政
治
上
の
主
眼
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
國

髄
と
抵
鯛
す
る
こ
と
な
き
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
異
議
韮
挾
む
満
も

な
い
状
態
に
な
つ
士
。

然
し
、
此
の
デ
モ
ク
ラ
ジ
ー
の
思
想
は
‘
本
家
の
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
、

建
固
常
時
と
今
日
と
の
間
に
相
違
が
あ
る
と
も
い
ふ
。
建
國
當
畔
の
デ
モ

ク
ラ
ジ
ー
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
政
治
哲
學
に
基
き
‐
空
想
走
伴
勿
》
誰

も
の
で
あ
っ
て
事
鐵
は
必
ず
し
も
自
由
平
等
で
は
な
か
つ
れ
が
、
こ
れ
を

鍬
國
の
國
是
と
し
’
こ
れ
起
精
錬
し
て
、
事
蜜
に
合
は
な
い
黙
は
こ
れ
走

敢
有
に
」
ろ
て
訂
正
吋
〕
ん
と
ず
ろ
傾
向
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
‐

今
日
日
本
人
の
．
政
治
上
で
は
徳
川
時
代
或
ひ
は
そ
れ
以
前
か
ら
主
義
と

し
た
激
化
的
政
治
の
続
祁
が
、
今
や
デ
モ
ク
ラ
ジ
ー
の
名
に
於
て
行
は
れ

つ
Ｌ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
云
ひ
れ
い
。

こ
の
デ
モ
ク
ラ
ジ
ー
の
源
で
あ
る
ロ
ッ
ク
の
思
想
に
よ
れ
ば
。
政
府
は

人
民
か
祁
互
の
便
冗
の
鈴
に
契
約
走
以
て
立
て
衣
以
上
、
こ
れ
韮
倒
し
、

利
益
に
な
る
政
府
を
立
て
る
こ
と
も
出
來
ろ
と
い
ふ
ｃ
然
し
英
國
に
於
け

る
こ
の
思
想
ば
、
‐
帝
王
榊
椛
説
に
對
寸
ろ
反
動
思
想
で
あ
っ
て
．
人
間
生

来
の
椛
利
か
説
く
所
よ
り
淵
で
腿
ぬ
る
。

今
日
の
ア
メ
リ
カ
は
、
建
圃
以
前
は
、
英
國
の
植
民
地
で
打
政
上
十
三

に
分
割
さ
れ
ふ
英
園
々
王
の
命
す
る
知
事
か
、
或
ひ
は
団
王
よ
り
特
許
状
な

梁
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受
け
衣
個
人
倉
祉
な
ど
の
命
す
る
知
事
か
百
こ
れ
走
統
治
し
，
大
龍
上
下

雨
院
の
制
ル
採
川
し
て
ぬ
士
。
然
る
に
、
一
六
八
八
年
の
革
命
の
結
果
、
本

國
の
政
紫
愛
更
！
‐
、
従
來
殆
ん
ど
放
住
の
状
態
に
あ
つ
士
柿
民
地
と
の
關

係
走
密
に
ぜ
ん
と
し
て
、
そ
こ
に
軍
隊
韮
送
り
、
國
防
走
整
へ
ん
と
し
た
。

．
｝
の
爵
に
は
喪
川
韮
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
本
圃
閣
議
に
於
て
．
立
法
の

手
掠
韮
以
て
徴
税
討
一
ん
と
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
植
民
地
に
は
知
事
の

下
に
柚
民
地
猫
白
の
識
會
が
あ
る
，
本
圃
議
會
と
は
何
ら
關
係
な
し
と
考

へ
、
更
に
本
圃
の
談
合
に
は
代
議
士
走
送
（
｜
て
ゐ
な
い
、
従
っ
て
そ
の
決

議
走
承
認
出
來
ぬ
と
し
れ
。
こ
の
場
合
に
も
‐
誌
會
に
對
し
て
は
何
ら
反

抗
せ
ず
，
菰
Ｆ
本
剛
議
會
の
定
め
士
法
を
執
行
す
る
固
王
に
反
抗
し
れ
の

で
あ
る
。
然
る
に
本
圃
で
は
、
植
民
地
と
錐
も
自
圃
の
領
土
で
あ
る
．
自
國

の
領
土
に
對
し
て
は
衣
と
へ
議
員
を
出
さ
す
と
も
．
常
時
の
制
限
選
畢
法

に
従
っ
て
法
律
韮
決
議
し
・
こ
れ
韮
強
制
し
得
ろ
と
主
張
し
、
こ
の
雨
思

想
相
對
抗
し
て
開
戦
韮
餘
俄
な
く
し
士
の
で
あ
る
。

こ
の
反
抗
も
姑
め
は
猫
立
の
意
州
走
以
て
行
ば
れ
れ
の
で
は
な
く
、
始

め
ば
不
常
な
税
を
と
る
な
、
と
の
國
王
に
對
寸
ろ
請
願
で
あ
つ
れ
が
、
本

圃
誰
會
は
柿
民
地
の
上
に
も
戒
法
し
得
ろ
こ
と
韮
主
蛎
の
上
誠
沙
せ
す
、

並
に
於
て
騎
虎
の
勢
ひ
干
戈
走
交
へ
る
こ
と
に
な
つ
衣
。
こ
の
叛
乱
走
助

け
る
に
力
あ
っ
た
も
の
は
、
本
岡
に
對
し
て
鉋
く
迄
も
反
抗
ぜ
ん
と
す
る

過
激
派
の
議
論
で
あ
っ
て
，
あ
過
激
派
は
常
時
の
全
人
口
三
百
出
中
僅

か
に
二
十
五
六
曲
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
愈
見
が
勝
っ
て
、
猫
立
韮

武
行
す
る
こ
と
に
な
つ
士
。

職
の
結
果
．
自
由
の
天
地
が
開
け
．
各
州
合
し
て
一
剛
と
な
り
、
合
衆

圃
の
名
を
揺
れ
。
然
し
各
州
そ
れ
人
、
猫
立
主
椛
固
で
あ
み
鱈
．
中
央
は

九
七

１
１
１
１
１
Ｉ
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’
『
各
州
代
表
潅
幼
蝋
鐸
終
縛
弾
過
ぎ
ず
齢
“
歩
起
強
制
す
る
力
な
く
、
自
由
が
亜

く
鉦
り
過
嘩
硬
吹
却
つ
江
祁
自
曲
悲
來
し
Ｐ
・
今
日
の
合
衆
國
が
生
れ
る
か

否
か
め
危
鯨
雁
値
面
寸
名
《
た
と
賑
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
解
決
す
る
蝿
に
猫

立
後
十
一
詐
仁
拠
穴
確
藤
今
月
の
合
衆
幽
の
憲
法
が
出
來
上
っ
た
。
・
こ
の

中
に
は
猫
立
蹴
言
譜
帳
調
は
れ
た
自
由
主
義
が
織
り
込
ま
れ
、
合
衆
國
政

‐
府
詮
立
て
欣
土
偵
雌
も
和
そ
の
政
府
が
狸
く
な
．
つ
れ
場
合
に
は
、
各
州
、

各
個
人
の
椛
利
が
使
害
這
れ
る
虞
が
あ
つ
れ
鱒
も
‐
モ
シ
テ
ス
キ
ュ
Ｉ
の
三

樋
分
立
の
思
想
を
以
て
政
府
を
立
て
、
三
椛
互
に
相
抑
制
し
て
、
江
ろ
べ

‐
く
政
府
走
弱
く
止
め
て
慨
く
こ
と
膜
な
つ
れ
。
こ
れ
延
以
て
人
民
の
描
利

が
温
く
な
ろ
課
で
あ
る
が
、
中
央
政
府
が
專
制
的
と
な
る
虞
れ
は
依
然
と

：
し
て
存
し
、
憲
法
焚
施
後
始
め
て
の
誌
會
に
於
て
問
題
と
な
り
、
そ
の
緒

‐
果
戸
猫
立
宣
言
杏
中
に
聾
明
し
た
人
椛
の
理
想
走
保
證
す
る
八
ヶ
條
及
び

中
央
政
府
に
典
へ
ら
れ
れ
嬢
利
悲
列
畢
し
価
こ
れ
起
委
任
す
る
三
ケ
條
、

合
し
て
十
ケ
條
山
修
正
案
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
れ
。
た
だ
並
に
問

題
と
な
つ
れ
の
は
や
か
く
擬
力
走
委
任
し
て
ぬ
る
所
か
ら
し
て
中
央
政
府

脹
椎
力
擴
張
か
許
婁
ず
、
従
っ
て
中
央
政
府
が
都
合
の
い
塗
法
律
を
立
っ

て
衣
場
合
に
は
，
何
唯
に
て
も
脱
退
す
る
こ
と
を
得
、
設
求
同
様
に
自
由

・
に
加
入
す
る
こ
と
な
得
ろ
と
い
ふ
論
の
起
つ
求
一
》
’
と
で
あ
喝
。
・
・
あ
読
論

は
決
定
妬
見
ず
、
奴
隷
問
題
及
び
中
央
政
府
の
定
め
衣
関
税
問
題
で
南
方

の
諸
國
が
合
衆
固
よ
り
脱
退
せ
ん
と
し
て
北
方
こ
れ
た
許
さ
ず
、
南
北
途

・
に
季
ふ
に
室
つ
れ
が
、
南
方
が
敗
れ
派
結
果
・
・
合
衆
凶
は
始
担
の
下
一
國
と

な
つ
れ
や
並
に
於
て
中
央
政
府
は
勝
手
に
脱
退
す
る
走
認
あ
ず
、
加
入
州

は
中
央
政
府
の
命
》
ト
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
れ
。
故
に
合

衆
圃
は
単
永
ろ
固
際
聯
盟
で
な
く
、
聯
邦
共
和
園
で
あ
る
。
中
央
政
府
の

九
八
・

立
法
範
園
擴
大
す
れ
ば
往
々
自
由
が
失
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
然
し
こ
れ

は
自
由
の
解
鐸
の
仕
方
で
如
何
様
に
も
な
る
。
例
へ
ぱ
穣
酒
の
問
題
，
：
婦

人
参
政
樋
の
問
題
な
ど
で
、
ア
メ
リ
カ
建
固
の
精
祁
た
る
自
由
を
損
っ
た

も
の
な
り
と
主
張
す
る
者
も
あ
る
。

“
〃
そ
れ
は
兎
も
角
、
ア
メ
リ
カ
が
次
第
に
國
家
の
形
に
整
頓
し
て
行
く
に

つ
れ
て
自
由
が
失
は
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
武
で
あ
る
。
殊
に
、
各
州
別

々
の
法
律
悲
以
て
政
治
起
行
ふ
の
で
な
く
、
中
央
政
府
が
劃
一
的
江
法
律

起
以
て
全
縄
悲
統
一
す
・
へ
し
と
説
く
着
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
斑
現
す
れ
ば
釦

中
央
政
府
の
權
力
が
亜
く
な
り
．
自
由
の
精
祁
に
背
ぐ
こ
と
に
も
な
る
の

で
あ
る
。

進
ん
で
、
ア
メ
・
リ
カ
に
於
て
は
こ
の
自
由
と
平
等
と
の
政
治
的
閑
係
が

深
い
。
猫
立
宣
言
常
時
は
柿
民
地
で
あ
る
篤
、
人
間
韮
平
等
に
考
へ
る
傾

向
は
無
論
あ
つ
士
が
、
例
へ
ぱ
學
校
。
教
會
な
ど
に
於
て
は
矢
張
り
席
の

差
別
老
設
け
、
服
装
に
も
こ
れ
が
現
は
れ
て
ぬ
れ
。
こ
れ
が
一
代
二
代
と

時
起
經
ろ
に
つ
れ
て
次
第
に
今
日
の
状
態
に
近
づ
い
て
来
れ
の
で
あ
る
。

こ
れ
悲
選
翠
に
つ
い
て
見
る
も
，
常
時
は
二
重
選
畢
で
あ
つ
れ
が
５
今
日

は
平
等
選
畢
に
進
み
、
ま
れ
黒
人
に
つ
い
て
も
、
岱
時
は
人
口
の
う
ち
に

蛾
・
へ
な
か
つ
れ
が
、
今
日
で
は
同
等
に
蛾
へ
る
に
至
っ
て
ね
ろ
。
こ
れ
同

じ
く
平
等
思
想
が
時
と
と
も
に
進
ん
で
來
犬
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か

ら
う
か
。
‐
．
‐

然
し
一
方
に
於
て
、
此
の
普
選
は
悪
い
結
果
を
生
ん
だ
。
そ
れ
は
選
禦

が
一
般
化
し
て
間
民
が
選
畢
を
痛
切
に
考
へ
な
く
な
り
、
無
責
任
な
投
票

を
行
ふ
や
う
に
な
つ
れ
・
一
と
で
あ
っ
て
．
そ
の
角
デ
モ
ク
ラ
ジ
ー
ぱ
悪
い

－
面
を
有
す
る
に
至
っ
て
ぬ
る
。
‐
，
、

’



1

然
し
乍
ら
、
・
自
由
平
等
は
依
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
理
想
で
あ
る
。
建

固
の
精
祁
で
あ
る
。
從
っ
て
此
の
延
國
の
精
祁
は
ど
》
》
蛍
で
も
雑
排
し
締

錬
し
て
行
か
れ
ば
な
わ
ぬ
と
す
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
敬
青
の
粘
祁
で
あ

る
。
並
に
於
て
今
Ⅱ
の
ア
メ
リ
カ
は
避
畢
人
の
白
斑
と
い
み
こ
と
芯
擬
ん

に
説
く
。
‐
日
本
で
此
頃
公
民
教
育
の
必
要
が
叫
ば
れ
て
ぬ
る
が
、
之
は
ア

メ
リ
カ
で
樵
に
な
っ
た
も
の
の
反
映
で
あ
る
。

然
し
水
が
ら
平
等
と
い
っ
て
↓
、
剛
民
が
水
認
し
な
い
註
作
に
は
従
は

め
と
い
ふ
の
は
無
政
府
の
思
想
で
あ
る
。
従
っ
て
法
律
‐
に
従
ふ
服
従
の
糀

祁
か
錠
は
ｈ
ぱ
な
ら
ぬ
。
然
Ｌ
服
従
と
い
、
含
一
と
は
自
由
を
楓
ふ
の
で
、

一
〃
ｄ
邸

、
礎
あ
る
服
従
か
鰯
さ
ｈ
ぱ
な
ら
な
い
．
東
洋
の
服
従
は
盲
従
だ
、
我
々

の
は
白
壁
あ
る
服
従
だ
．
と
説
く
。
か
く
て
政
沽
の
効
果
を
高
ぬ
る
婦
少
蝋

の
能
率
の
上
る
人
韮
遊
ん
で
、
こ
れ
に
政
沽
を
委
担
、
そ
の
命
に
卜
ろ
て

事
悲
行
み
が
柏
若
し
遜
緊
さ
れ
た
満
が
悪
い
時
は
、
『
て
の
人
が
悪
い
の
で

な
く
し
て
①
そ
の
人
を
選
畢
し
求
人
か
悪
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ア
メ
リ

カ
の
公
民
教
肯
の
精
祁
で
あ
り
、
自
由
平
等
の
精
祁
の
現
ば
れ
で
あ
る
。

悪
い
平
罪
と
い
ふ
も
の
は
い
け
な
い
。
従
っ
て
機
仲
均
等
に
，
」
て
、
能
率

の
あ
る
人
は
出
來
ろ
だ
け
そ
れ
悲
發
抑
す
る
や
う
雁
す
る
こ
と
で
あ
る
。

競
争
に
よ
っ
て
各
人
が
そ
の
能
力
走
出
し
、
従
っ
て
餐
海
の
差
別
あ
認
め

れ
ば
な
ら
す
、
上
下
の
位
捉
も
認
め
ろ
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
デ
手
ク
ラ

ジ
ー
で
あ
る
邪
は
現
在
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ワ
ー
ヴ
ア
ー
が
「
・
ア
メ
ゞ
リ
カ

個
人
主
我
論
』
で
喝
通
し
て
ぬ
る
所
で
あ
る
。
．
‐
《

唯
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
ジ
ー
が
建
閲
常
初
剛
王
に
反
抗
Ｌ
た
こ
と
か

ら
，
、
惟
襲
，
位
羅
な
ど
か
認
め
ず
、
ま
た
懸
法
で
蛋
族
の
祁
號
を
腰
す
る

プ

こ
と
を
規
定
し
て
ぬ
る
が
、
之
も
矢
張
リ
ァ
メ
リ
カ
の
白
山
の
緒
祁
で
あ

柔
．
報

I

ろ
。
世
襲
制
起
認
め
ぬ
繩
待
均
等
は
ア
メ
リ
カ
の
精
榊
で
あ
る
と
い
ふ
。

こ
の
機
曾
均
等
は
Ⅱ
本
の
弓
庶
民
そ
の
志
琴
遼
げ
し
む
ろ
や
う
に
」
と
の

五
ヶ
條
の
御
誓
文
の
精
祁
と
逹
ふ
所
が
な
い
、
た
だ
世
襲
的
で
な
い
、
』
と

が
日
本
の
國
隙
に
反
す
》
ハ
ー
。
然
し
ア
メ
リ
カ
も
漸
次
量
族
化
Ｌ
て
、
祀
先

崇
拝
思
想
の
見
え
ろ
、
》
と
は
、
プ
ラ
イ
ス
の
近
世
共
和
國
史
な
ど
に
説
れ

て
ゐ
ろ
所
で
あ
る
。
．

以
上
の
ご
と
く
論
彩
進
め
ら
れ
て
、
さ
ら
に
、
Ｌ
の
に
は
必
ず
よ
い
方

面
と
悪
い
方
価
上
が
あ
る
。
そ
れ
世
よ
き
方
に
も
悪
き
方
に
も
利
川
し
得

ろ
。
ア
メ
リ
カ
人
は
自
由
卒
等
起
説
明
す
る
時
、
こ
れ
延
妓
吹
寸
ろ
時
、

建
圃
常
●
味
の
自
由
平
等
の
弊
害
を
認
め
て
、
そ
の
精
錬
さ
れ
た
も
の
を
圃

民
教
育
の
目
標
と
し
、
こ
れ
に
近
よ
ら
し
め
、
ん
と
す
る
理
想
斑
説
の
た
あ

に
努
め
て
ぬ
ろ
．
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
精
祁
が
あ
る
と
思
ふ
、
と

結
論
さ
れ
た
。

（
三
）
．
晩
餐
眠
會

午
后
六
昨
よ
り
，
禰
岡
市
西
中
洲
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
フ
ヱ
ー
の
三
階
に
於

て
晩
餐
今
を
附
く
。
仲
食
後
左
の
如
き
研
究
發
表
が
あ
つ
れ
。

一
、
ア
ル
ハ
ペ
ン
ト
の
Ｍ
に
つ
き
て
山
本
・
柳
“
氏

一
、
マ
ギ
ャ
ー
ル
人
に
つ
い
て
戸
上
駒
之
助
氏

兵
宛
永
年
間
高
砂
人
の
來
報
に
つ
い
て
長
議
、
吉
〆
氏

戸
上
氏
は
マ
ギ
ャ
ー
ル
人
の
姫
方
移
動
、
及
之
と
我
剛
と
の
關
係
に
就

て
風
俗
上
へ
．
言
糾
上
よ
り
所
見
か
池
↑
へ
ら
れ
士
。
之
に
湖
，
』
長
毒
吉
教
授

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
東
方
と
の
關
係
に
よ
っ
て
、
一
、
．
二
輔
足
せ
ら
れ

衣
。
長
森
吉
敢
投
は
長
崎
間
諜
館
駅
藏
の
パ
タ
ピ
ャ
總
将
の
日
件
峰
に
よ

九
九
鵬
‐
。

、

I
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報

っ
て
，
寛
永
四
年
に
來
朝
し
れ
高
砂
人
な
る
も
の
が
垂
瀞
の
新
港
部
藩
の

人
々
で
あ
ろ
事
を
立
證
さ
れ
衣
。

か
く
て
擬
會
裡
に
本
年
度
の
大
竹
も
総
つ
北
。
時
に
九
時
。

最
後
に
態
々
本
大
會
の
健
に
庚
烏
よ
り
御
來
駕
に
な
っ
て
、
上
記
の
．
如

き
有
益
な
ろ
識
演
韮
賜
つ
れ
新
見
博
士
に
接
深
の
感
謝
の
意
走
表
す
る
。

（
伊
奈
、
菅
原
）

昭
和
五
年
度
史
學
科
卒
業
論
文

題
目

園
史
學
專
攻

我
幽
中
世
の
金
融
に
つ
ゐ
て
伊
奈
鰹

「
水
戸
學
」
の
本
質
河
野
耐

心
學
思
想
の
發
展
本
多
龍
一

西
洋
史
學
謀
攻

産
業
革
命
前
期
に
於
け
る
英
幽
園
民
生
活
の
推
移渡

遥
圭

十
九
世
紀
英
圃
に
於
け
る
基
督
教
祉
含
主
罐
通
勤
史菅

原
義

東
洋
史
學
専
攻

先
秦
刑
法
論
固
行
・
一

支
那
古
代
法
家
の
法
に
對
す
る
思
想
李
戴

唐
代
の
奴
隷
制
度
考
金

其
の
他
の
學
科
に
於
け
る
史
學
關
係
論
文

耶夫次孝 介臓基男

昭
和
五
年
度
史
學
關
係
講
義
題
目

園
史上

代
史
概
説
長

日
本
海
上
法
史
長

祁
佛
の
關
係
長

近
世
日
本
思
想
史
竹

古
事
記
演
智
竹

東
洋
史

一
○
○

阿
間
歌
舞
伎
考
石
橋
宗
雄

瓦
寛
の
人
と
藝
術
小
笠
原
雛
代

清
少
納
言
枕
草
子
の
研
究
高
木
正
藏

本
居
宜
長
の
歌
畢
思
想
副
烏
典
史

唐
代
大
典
研
究
逹
藤
変
大

老
子
研
究
青
木
精
次

パ
イ
ド
ン
に
現
れ
衣
ろ
イ
デ
ア
説
打
賜
貞
一

プ
ラ
ト
ン
哲
學
に
於
け
る
ポ
リ
ダ
ィ
ァ
に
至
る

ま
で
の
善
の
イ
デ
ア
の
發
展
史
村
井
捌
亮

カ
ン
ト
の
倫
理
説
と
親
溌
に
於
け
る
倫
理
思
想

青
木
令
然

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
政
育
思
想
永
江
竹
逝

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
宗
教
思
想
湊
川
孟
弼

英
國
の
民
謡
棚
井
往
雄

岡岡沼沼沼

教教教敢教

授授授授授



毛

唯
亜
民
族
文
化
史
附
演
習
重
松
教
授

支
那
祗
脅
史
料
講
読
重
松
教
授

西
洋
史

西
洋
近
世
史
概
説
（
一
八
四
八
’
一
八
七
○
〕
長
教
授

己
寓
。
筋
の
コ
ー
。
『
ロ
ー
言
器
号
屍
国
営
『
房
（
演
習
）
長
教
授

詞
白
己
勿
①
－
９
昂
円
会
の
垣
）
。
。
言
二
（
庁
『
］
局
こ
の
『
⑦
三
。
の
胃
三
ｏ
宮
の
（
同
）

大
村
助
教
授

、
Ｆ
ｐ
乱
協
の
Ｉ
ぐ
胃
嘱
二
昏
昌
の
〔
嚴
胃
》
員
屋
９
局
畠
）
巳
貫
（
壱
の
勢
⑦

島
。
，

閂
・
冒
副
っ
胃
（
同
〕
大
村
助
教
授

共
他日

本
古
代
宗
敦
史
原
田
講
師

西
洋
法
制
史
金
田
助
教
授

外
交
史
‐
・
診
・
〃
“
滝
野
助
教
授

４
：
誰
會
忠
想
史
高
田
教
捜

商
業
史
竹
内
敦
授

日
本
英
學
史
ゞ
ゞ
蝿
田
教
授

肌
治
憲
政
史
．
尾
佐
竹
誰
帥

・
淑
濫
政
學
説
史
今
中
教
授

縄
濟
畢
史
波
多
野
助
教
投

縄
濟
史
淡
習
三
田
付
教
授

プ
｜
フ
ト
》
・
理
想
主
義
の
誕
生
及
其
發
逵
鹿
子
木
教
投

鯛
乙
棚
念
論
の
發
鵬
四
嵩
教
授

原
蛉
牡
存
論
井
側
教
投

錠
報

“
國
史
例
會

本
年
度
よ
り
國
史
例
伸
悲
那
崎
の
許
す
限
り
．
毎
月
必
ら
ず
閲
侭
し
，

祁
互
の
親
睦
韮
ば
か
り
且
學
生
の
研
究
報
告
韮
な
し
，
長
沼
、
竹
岡
雨
教

一
○
一

教
育
史
演
習
（
二
部
）

王
陽
明
、

印
度
哲
學
史
概
論
”

平
安
朝
丈
學
概
論

明
治
短
歌
史
論
‐

支
那
丈
學
史
・

日
本
法
制
史

凋
丈
學
史
概
説

印
度
哲
學
史

西
洋
倫
理
學
史

支
那
哲
學
史
・
・

西
推
哲
學
史

連
俳
史

日
本
繩
濟
史

十
九
世
紀
英
文
學
史

佛
闘
西
丈
學
史

ゲ
－
テ
の
詩

批
評
丈
學
．

Ⅱ
０
１
Ⅱ
ｎ
Ｉ
ｌ
川
０
１
１
１

⑨

松
濤
教
授

楠
本
教
授

千
潟
教
授

春
日
教
授

小
鳥
助
教
授

山
内
誰
師

金
田
助
教
授

片
山
教
・
授

干
潟
敢
・
授

大
島
教
授

楠
．
本
教
授

四
宮
教
授

小
島
助
教
授

黒
正
悲
師

塑
田
戦
授

成
瀬
放
授

片
山
・
激
授

山
内
誌
．
師

⑥
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授
の
講
評
を
指
導
を
受
け
ろ
事
に
な
つ
れ
。

◇
五
月
十
七
日
（
土
〕
午
后
三
時
半
よ
り
第
二
畢
生
典
會
所
五
號
室
に
於
い

て
、
第
’
一
回
の
例
脅
を
開
い
れ
。
長
沼
、
竹
岡
雨
敢
授
及
び
伊
奈
助
手
出

席
の
下
県
丁
窯
な
ろ
誰
評
あ
う
け
、
意
義
深
い
例
命
で
あ
つ
れ
。
報
告

題
目
左
の
如
し
。

一
、
駄
貨
に
つ
い
て
安
河
内
隆
荊

一
・
所
・
‐
’
、
剛
．
感
山
本
健
二
謡

◇
六
月
十
八
日
（
水
）
午
后
五
味
よ
り
、
第
二
畢
生
集
合
所
五
號
室
医
於
い

て
、
第
二
回
の
例
命
韮
闘
い
士
。
此
の
日
長
沼
教
授
所
川
の
士
め
鋏
席
，

竹
岡
教
捜
、
伊
奈
助
手
、
更
に
久
認
米
よ
り
先
輩
山
本
女
學
士
の
出
席
あ

り
．
雑
リ
に
懇
澗
な
る
竹
岡
教
授
の
批
評
が
あ
つ
れ
。
報
告
題
目
左
の
如

７
」
◎

一
、
佛
懐
に
あ
ら
は
れ
た
信
仰
（
推
古
時
代
を
中
心
と
し
て
）

青
木
義
悪
君

一
．
謡
曲
に
就
い
て
山
本
・
克
己
學
士
．

◇
九
月
二
十
三
日
（
火
）
午
后
三
昧
半
よ
り
第
二
學
生
集
含
所
五
號
室
峠
於

い
て
、
魂
三
回
を
開
く
。
長
沼
、
竹
岡
雨
敢
授
、
伊
奈
助
手
出
席
，
雑
リ

に
寅
疑
應
答
あ
り
、
華
や
か
な
命
で
あ
つ
士
。
．
・

一
、
朝
鮮
旅
行
所
感
．
。
山
‐
本
嘉
蔵
君
．

一
、
古
代
文
化
の
移
動
・
山
．
、
本
博
君
．

メ

國
史
學
生
讃
書
會

I

I

一
・
○
二

本
年
度
よ
り
聞
史
誠
神
倉
韮
毎
週
一
回
開
く
事
に
な
り
？
先
づ
醐
葉
柴

悲
テ
キ
ス
ト
と
す
ろ
事
に
な
つ
れ
。
い
み
ノ
、
の
亦
惜
の
た
あ
公
‐
毎
迦
規

定
的
に
開
く
か
得
な
か
つ
誰
が
一
．
遡
り
醐
蕊
の
四
季
を
誠
み
雑
つ
れ
。
開

催
時
日
，
常
恭
畢
生
左
の
如
し
。

◇
六
月
一
一
十
四
日
（
火
）
午
後
三
畔
よ
り
畢
生
集
令
所
五
號
室
に
て
開
催
。

一
、
醐
葉
の
夏
山
本
博
君

◇
六
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
三
時
よ
り
學
生
集
命
所
五
號
室
に
て
開
侭
。

一
、
寓
葉
の
春
１
１
．
羽
山
本
健
二
君

◇
九
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
三
時
よ
り
休
暇
あ
け
最
初
の
諏
祥
竹
か
學
生

集
合
所
五
號
室
に
て
開
く
。

一
、
禽
葉
の
秋
鏡
山
猛
君

◇
十
月
四
日
（
土
〕
午
後
三
時
よ
り
畢
生
集
合
所
五
號
室
に
て
開
く
。
以
後

一
ヶ
月
許
リ
試
験
の
求
め
中
止
す
。

一
‐
寓
葉
の
冬
青
木
義
悪
君

〔
青
木
）
，

‘
西
洋
史
研
究
會

西
洋
史
研
究
合
（
鷲
西
洋
史
談
話
含
〕
は
，
本
學
西
洋
史
研
究
溝
の
集
っ

て
成
せ
る
命
で
あ
る
。
昭
和
三
年
六
月
に
生
れ
て
以
來
．
凡
そ
毎
月
之
走

開
い
て
研
究
發
表
を
行
ひ
，
そ
の
梗
概
は
既
Ｅ
一
回
に
亘
っ
て
西
洋
史
研

究
室
發
行
の
三
談
話
倉
記
鋒
」
に
こ
れ
奉
發
表
し
て
ぬ
る
が
や
最
近
そ
の

題
を
旨
西
洋
史
研
究
含
記
録
」
と
改
め
如
そ
の
第
三
號
悲
發
行
し
て
希
望

者
に
頒
ち
め
全
固
各
帝
大
、
主
専
專
門
學
校
に
も
夫
々
寄
贈
し
北
か
ら
命

じ

｡



本
會
は
，
昭
和
四
年
五
月
の
成
立
に
か
出
吋
、
山
ノ
内
、
重
松
、
楠
本

諸
先
生
の
御
指
導
の
下
に
、
九
州
帝
圃
大
學
の
束
洋
史
，
支
那
丈
學
、
及

び
支
那
哲
學
史
の
專
攻
學
生
を
以
て
細
職
し
て
ぬ
る
も
の
で
あ
る
。

本
年
度
の
例
會
は
小
法
文
學
部
第
二
演
習
室
に
て
左
の
日
時
に
開
催
し

乗
報

詳
細
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
見
ら
れ
れ
く
、
並
に
は
第
三
號
の
研
究
題
目
の

み
燕
掲
げ
る
に
止
め
る
Ｐ
。
．
、
，
、

一
、
］
目
明
○
畳
罵
言
目
の
傳
統
長
教
授

一
、
世
昇
大
戦
勃
發
に
於
け
る
露
間
動
員
の
問
題
（
ご

大
村
助
敢
授

言
・
世
界
戦
役
と
猫
乙
就
命
民
主
熱
髄
、
島
村
學
士

一
、
王
政
復
活
時
代
の
史
家
‐
：
‐
、
益
田
睡
次
君

一
、
一
八
六
六
’
七
一
年
パ
ヴ
リ
ャ
の
對
幣
填
政
紫
に
就
い
て

小
林
柴
三
郎
霧

■
Ｂ
￥
１
日

一
・
、
〃
一
八
五
○
年
の
妥
協
．
太
田
等
君
・

な
ほ
、
此
の
研
究
合
と
は
別
に
、
西
洋
史
関
係
の
書
物
、
外
固
雑
誌
の

論
文
な
ど
の
紹
介
を
目
的
と
し
て
毎
月
約
二
回
誼
書
含
を
開
い
て
ゐ
ろ
。

今
年
の
夏
は
、
一
二
名
郷
里
に
蹄
つ
れ
外
、
特
に
全
部
窪
っ
て
毎
週
一
回

峡
か
さ
ず
之
を
開
き
‐
・
毎
回
歎
名
の
者
が
紹
介
走
行
つ
れ
っ
と
か
く
だ
れ

易
峨
夏
の
休
暇
中
、
毎
週
黒
い
顔
を
合
は
ぜ
て
和
氣
翻
然
た
る
狸
に
研
究

し
合
っ
て
鍵
さ
を
忘
れ
れ
こ
と
は
、
想
ひ
起
し
て
も
愉
快
に
堪
え
な
い
。

そ
の
題
目
も
三
十
近
く
に
上
っ
て
わ
る
が
、
そ
れ
も
上
記
「
記
録
」
の
雑

り
に
附
鋒
し
衣
か
ら
並
に
は
吉
略
す
る
。
（
菅
原
）

九
大
支
那
學
研
究
會

I

I
D

士
。
毎
會
．
諸
先
生
以
下
含
貝
の
出
席
者
七
八
名
あ
つ
れ
。

〃
五
月
十
九
日
午
後
一
時

「
猫
逸
に
於
け
る
支
那
學
の
近
況
」
楠
本
教
授

・
六
月
二
十
三
日
午
後
一
時
、
．
‐
』
・
“

「
覚
裳
雨
衣
曲
段
数
異
考
」
、
遠
‐
藤
寅
夫

．
・
十
月
十
三
日
午
後
一
時

「
抱
朴
子
に
表
れ
れ
る
祁
仙
思
想
に
就
て
」
三
宅
周
・
賢

ゞ
“
（
井
上
）
《

も
ケ
ギ
０

１
ｒ
ｌ
Ｄ
－
Ｄ
■

へ
。
０

考
古
學
會
ゞ

‐
文
化
圏
と
し
て
一
め
特
殊
な
ろ
地
位
走
占
め
、
我
國
上
代
史
究
明
の
上

に
先
づ
顧
み
ら
ろ
可
き
我
が
北
九
州
の
地
に
於
け
る
考
古
學
研
究
の
組
織

的
剛
髄
の
設
立
は
、
か
つ
て
懸
案
と
し
て
保
留
さ
れ
し
所
の
も
の
で
あ
つ

れ
。
恰
も
本
年
二
月
京
城
帝
固
大
學
助
教
授
藤
田
亮
紫
先
生
の
考
古
學
臨

時
講
義
の
熔
來
耐
さ
る
Ｌ
や
、
之
走
機
と
し
て
、
木
學
を
取
心
と
す
る
九

州
考
古
畢
含
が
途
に
誕
生
を
見
る
に
至
つ
れ
の
で
あ
つ
衣
。
而
し
て
長
沼

匿
海
教
投
、
中
山
平
次
郎
教
授
の
御
指
導
の
下
に
‐
現
在
御
員
八
十
齢
名

起
有
し
、
毎
月
群
菰
會
と
武
地
見
學
を
相
互
に
行
ひ
健
全
な
ろ
發
展
の
途

に
あ
る
の
は
生
こ
と
に
慶
蛮
に
湛
え
な
い
所
で
あ
る
。
尚
本
含
は
事
務
所

走
法
丈
學
部
固
史
研
究
室
内
に
寵
き
り
學
生
委
員
三
名
に
依
っ
て
事
務
を

扱
っ
て
ゐ
ろ
。
！

發
含
式
娘
箪
一
向
誰
演
含

‐
昭
和
五
年
二
月
一
一
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
＄
第
二
學
生
集
會
所
椣
上
に

一
○
三



第
二
回
例
會

蜜
地
見
學
と
し
て
三
月
十
六
日
畢
行
。
中
山
教
授
指
導
の
下
に
糸
島
郡

小
富
士
村
の
御
床
松
莨
の
遼
跡
走
見
學
し
れ
。
・
遺
跡
は
我
國
金
石
併
用
畔

梨
↑
報

て
開
隈
。
藤
田
．
長
沼
Ｄ
中
山
の
三
先
生
の
御
出
席
を
得
て
、
こ
Ｌ
に
本

會
の
設
立
か
み
衣
の
で
あ
る
。
謝
日
の
誹
演
戊
左
の
如
く
で
あ
る
士
。

一
、
耶
馬
塞
圃
と
奴
剛
中
山
平
次
郎
教
授

北
九
州
老
代
表
す
る
考
古
學
将
と
し
て
塙
酩
天
下
に
排
き
教
授
は
、
主

と
し
て
遺
物
の
上
よ
り
．
園
史
上
問
題
衣
ろ
耶
馬
塞
園
と
奴
蝿
に
閲
し
て

長
年
御
研
究
の
遡
菩
走
洩
さ
れ
、
耶
馬
窒
圃
在
九
州
説
に
一
つ
根
操
韮
與

へ
ら
れ
る
所
が
あ
っ
た
。

一
、
威
鏡
北
逝
雄
基
の
貝
塚
藤
田
亮
錐
赫
師

朝
鮮
總
督
府
仰
物
館
の
乖
業
と
し
て
昭
和
四
年
度
よ
り
五
年
度
に
わ
れ

リ
大
規
模
に
發
州
さ
れ
、
多
く
の
注
目
す
べ
ざ
材
料
韮
提
供
し
た
北
鮮
雄

基
の
貝
塚
に
就
い
て
．
多
く
の
圃
版
を
示
さ
れ
－
時
間
に
渉
リ
洋
細
な
お

話
韮
拝
聴
し
衣
。

・
一
、
感
想
長
沼
黄
海
薮
授

最
後
に
長
沼
軟
授
は
、
考
古
畢
會
發
會
に
對
す
る
感
想
と
し
て
、
從
來

多
く
の
所
謂
考
古
家
の
階
つ
士
誤
謬
か
指
摘
さ
れ
、
將
来
に
於
け
る
斯
畢

研
究
及
び
斯
會
の
發
展
の
鍔
に
御
懇
切
な
ろ
お
話
を
賜
っ
た
。

次
い
で
茶
話
今
に
移
り
、
テ
ー
ブ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
唐
津
の
佐
藤

林
武
氏
の
脱
誹
期
讃
及
び
巨
汀
文
化
に
開
す
る
研
究
發
表
あ
り
、
引
惣
き

學
生
鏡
山
猛
、
山
本
嘉
藏
雨
君
の
新
發
見
遺
跡
の
紹
介
が
あ
り
、
大
擬
會

に
閉
脅
し
た
。

第
三
Ⅲ
例
會

五
月
四
日
（
日
）
午
後
一
昨
よ
り
第
三
學
生
集
含
所
櫻
上
に
て
開
筋
。
約

四
十
名
出
席
の
上
左
の
如
き
誘
演
が
あ
つ
れ
。

一
、
ア
イ
ヌ
の
話
・
戸
上
駒
之
助
博
士

ア
イ
ヌ
語
に
閑
し
て
從
來
の
所
説
宅
紹
介
、
批
剣
さ
れ
’
要
す
る
に
ア

イ
ヌ
語
と
最
も
深
き
開
係
に
立
つ
も
の
は
日
本
語
で
あ
っ
て
、
共
に
其
の

ウ
ル
ハ
ィ
マ
ー
ト
韮
西
ア
ジ
ヤ
に
求
む
可
き
こ
と
を
力
説
さ
れ
れ
・

一
．
今
山
下
の
遺
跡
中
山
平
次
郎
敢
授

石
斧
の
製
造
迩
跡
と
し
て
既
に
學
界
に
著
名
な
ろ
糸
島
郡
今
山
の
逝
跡

に
閲
し
て
，
發
見
将
犬
ろ
教
授
が
多
く
の
材
料
韮
示
さ
れ
つ
Ｌ
殊
に
石
斧

製
造
に
つ
い
て
の
考
察
恥
發
表
さ
れ
れ
・

つ
い
で
命
貝
、
潴
和
羊
一
郎
氏
は
氏
の
發
見
に
か
坐
る
八
幡
市
外
高
槻

の
石
器
昨
代
遼
跡
に
関
し
て
遺
物
を
細
介
さ
れ
、
叉
田
中
幸
夫
氏
は
「
鈴

鏡
」
と
題
し
て
鏡
の
蛙
つ
祁
秘
性
、
清
々
し
き
鈴
音
に
對
す
る
上
代
人
の

關
心
走
述
・
へ
、
鈴
鏡
が
そ
の
信
仰
的
な
力
を
以
て
巫
女
に
関
係
あ
る
今
へ
き

こ
と
韮
奥
深
く
論
じ
ら
れ
士
。

一
○
四

代
の
存
在
に
一
の
根
捺
走
與
へ
た
王
葬
の
貨
泉
老
出
土
毬
ろ
彌
生
式
土
器

遺
跡
で
あ
っ
て
、
中
山
教
授
の
論
文
に
よ
り
醜
に
學
界
に
喧
傳
き
る
出
所

の
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
に
臨
ん
で
教
授
の
有
益
な
ろ
御
講
話
が
あ
り
、
つ

●
つ
い
て
會
貝
一
同
、
表
面
採
集
に
時
の
移
る
の
も
忘
れ
衣
。
．
平
光
博
士

の
發
見
腰
か
贈
る
鯉
石
劔
は
常
日
採
集
品
中
の
白
眉
で
あ
り
．
我
々
も
打

斧
．
土
器
片
等
の
標
本
を
集
め
る
こ
と
が
出
來
求
。
常
日
の
参
加
者
約
三

十
名
。
本
學
よ
り
大
森
學
部
長
、
春
日
教
捜
の
御
來
會
悲
得
菰
。



第
四
回
例
會

六
月
二
日
（
日
）
筑
後
石
人
山
見
學
の
諜
定
で
あ
つ
赤
が
當
日
雨
天
の
爲

に
中
止
し
衣
。

第
五
Ⅲ
例
會

六
月
廿
九
Ⅱ
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
第
二
畢
生
集
含
所
五
號
室
に
て
開

催
。
常
日
は
最
初
の
試
み
と
し
て
、
含
貝
相
互
の
研
究
發
表
交
換
を
旨
と

す
る
こ
と
災
し
左
の
如
き
研
究
發
表
が
あ
つ
菰
。

一
、
万
蓋
土
壌
に
つ
き
て
永
倉
松
男
氏

市
外
雑
餉
隈
に
於
て
本
年
二
月
中
山
教
授
に
依
っ
て
發
見
さ
れ
れ
逓
跡

に
存
す
る
所
訓
石
蓋
土
擴
な
ろ
原
姑
的
噸
墓
に
関
し
て
、
之
が
所
湖
河
波

式
石
椛
へ
の
一
の
前
階
程
韮
な
す
も
の
な
る
こ
と
老
述
舎
へ
ら
れ
た
。

一
、
死
に
對
す
る
上
代
人
の
思
想
田
中
幸
夫
氏

古
典
に
み
・
ズ
ろ
材
料
よ
り
、
上
代
人
は
死
に
對
し
て
如
州
な
ろ
感
捕
韮

有
し
て
居
士
か
に
つ
き
論
ぜ
ら
れ
、
祁
社
と
古
城
の
關
係
、
黄
泉
園
、
所

右
し
て
居
士
か
に
つ
き
論
ぜ
ら
れ
、
誌

訓
殉
死
等
の
問
題
に
も
言
及
さ
れ
れ
・

一
、
ア
フ
リ
カ
の
太
古
戸
上
駒
迄
助
博
士

言
語
學
的
に
ア
フ
リ
カ
の
地
名
老
解
鐸
さ
れ
、
・
我
咽
の
地
名
雁
も
言
及

さ
れ
、
頗
る
興
味
あ
ろ
假
馳
と
提
供
さ
れ
衣
。

一
、
夜
加
村
古
峨
發
見
の
人
骨
卒
光
吾
一
教
授

夜
魏
村
の
群
央
苛
｝
ろ
河
波
式
狗
椛
よ
り
發
見
せ
る
人
骨
に
つ
斗
恕
介
さ

れ
、
且
該
禰
柁
の
排
列
雁
つ
き
注
意
さ
る
鴎
所
が
あ
つ
れ
。

其
他
の
蚤
爽
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
日
湿
原
附
近
の
古
液
筑
紫
鞭
定
氏

乗
報

’
1

一
、
新
宮
高
旅
古
境
の
玉
垣
山
本
博
君

一
、
筑
紫
村
隈
の
遺
跡
鏡
山
猛
君

一
、
所
謂
コ
ッ
プ
型
土
器
に
就
て
山
本
嘉
藏
君

叉
中
山
博
士
は
雑
餉
隈
發
見
の
石
蓋
擴
土
及
び
濠
に
閲
し
て
潟
興
走
以

て
説
明
を
試
み
ら
れ
，
つ
づ
い
て
含
員
齋
藤
義
氏
所
燕
の
遺
物
展
蝿
に
う

つ
り
‐
氏
の
珍
藏
さ
る
腿
所
の
遺
物
に
つ
き
解
説
さ
る
贈
所
が
あ
つ
れ
。

第
六
回
例
會

六
月
上
旬
雨
天
の
爲
に
延
期
し
犬
八
女
郡
石
人
山
見
學
を
九
月
率
十
八

日
（
日
）
秋
晴
れ
の
一
日
韮
利
し
て
畢
行
し
れ
。
上
天
氣
の
こ
と
、
く
來
衛

老
多
く
、
先
づ
久
留
米
市
日
輪
寺
の
装
飾
古
填
走
振
出
し
に
、
八
女
郡
加

島
町
公
園
の
石
人
群
．
奈
頁
川
装
飾
古
城
、
岩
戸
山
石
人
山
．
一
係
山

石
、
山
の
順
に
、
頗
る
有
益
な
ろ
一
日
の
見
學
旅
行
韮
怒
る
こ
と
が
出
來

求
約
三
十
五
名
参
加
。
因
に
常
日
は
竹
岡
激
授
、
進
藤
講
師
の
御
來
會

な
得
衣
。

第
七
回
例
命

公
開
の
大
誹
演
會
と
し
て
、
十
一
月
二
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
中
洲
弟

一
公
稗
堂
に
て
朋
侭
さ
い
士
。
糊
日
の
誹
淡
は
．

一
、
九
州
よ
り
み
れ
る
ア
イ
ヌ
平
光
吾
一
敢
授

一
、
奴
國
考
長
沼
登
海
教
投

手
光
教
投
の
ア
イ
ヌ
研
究
及
び
長
沼
教
授
の
圃
史
研
究
の
立
場
よ
り
せ

る
奴
限
考
、
い
づ
れ
も
聴
衆
に
大
な
る
感
銘
を
典
へ
士
。
尚
倣
日
は
午
前

九
時
よ
り
正
午
生
で
祁
高
教
授
玉
泉
大
梁
先
生
の
御
好
惹
で
、
同
校
の
誇

一
○
五
．

I



、

粂
報

ギ
ヨ
ク
ン

リ
と
云
ふ
可
き
玉
来
館
所
收
の
遼
物
の
見
畢
か
行
ひ
ま
衣
得
る
所
多
大
で

あ
つ
れ
。

九
州
考
古
串
仲
の
今
年
度
の
那
業
は
大
髄
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
來
ろ

可
き
年
度
に
於
て
我
々
は
、
長
沼
、
中
山
雨
教
授
の
懇
切
な
ろ
指
導
と
．

熱
心
な
ろ
御
、
諸
彦
の
努
力
に
よ
り
、
更
に
大
な
る
活
硴
走
期
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
．
、
（
山
本
〕

九
大
史
學
會
本
年
度
第
二
回
例
會

‐
十
一
月
十
六
日
（
日
曜
日
〕
午
後
一
時
よ
り
本
學
第
二
畢
生
集
御
所
に
於

て
開
催
。
左
に
之
を
略
報
す
み
。
‐

て
開
催
。
左
に
ケ

（
二
）
晩
餐
愈

發
表
が
あ
つ
れ
。

（
．
ご
講
演
會

・
昭
和
五
年
十
月
二
十
日
の
委
員
倉
に
於
て
、
規
則
第
四
條
、
第
五
條
，

第
六
條
圃
第
八
條
を
改
正
し
菰
。
改
正
に
よ
る
新
規
則
は
之
走
巻
末
に
禍

一
、
．
六
朝
昨
代
に
於
け
る
佛
教
の
分
布
井
、
上
祁
高
教
授

一
、
日
親
上
人
に
つ
い
て
．
Ｌ

長
沼
九
大
教
授

一
）
晩
餐
會
五
時
牛
よ
り
開
く
。
含
食
後
街
貝
の
左
の
如
き
研
究

一
、
住
吉
祁
杜
に
於
け
る
祁
佛
分
離
の
一
史
料
筑
紫
籾
定
氏

一
、
筑
前
の
大
火
に
つ
い
て
。
．
ザ
：
岸
田
循
敏
氏

一
、
卍
に
つ
い
て
、
、
山
・
本
《
、
博
氏

一
、
秀
吉
と
金
商
‐
伊
奈
健
次
氏

九
大
史
學
會
規
改
正

‐
”
ｒ
、
。

○
■

／、

（
伊
奈
）


